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新
春
を
迎

え
る
に
あ
た

り
、
会
員
の

皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か
に
良
き
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
十
ケ
月

が
経
過
し
、
被
災
さ
れ
ま
し
た
会
員

事
業
所
の
皆
様
に
は
本
格
的
な
復
興

に
向
け
た
ご
努
力
を
戴
い
て
い
る
こ

と
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、
我
が
国
経
済
は
政
権
交
代

に
よ
る
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け
た
緊
急

経
済
政
策
の
断
行
に
よ
り
、
円
高
の

是
正
、
株
価
の
上
昇
、
大
手
企
業
に

よ
る
設
備
投
資
の
増
加
等
に
よ
り
、

景
気
回
復
の
期
待
が
高
ま
り
つ
つ
あ

り
、
一
部
の
業
種
で
は
消
費
税
の
施

行
に
伴
う
駆
け
込
み
需
要
や
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
開
催
決
定
に
よ
る
建
設
需
要

は
あ
る
も
の
の
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

の
見
直
し
や
、
新
た
な
貿
易
ル
ー
ル

作
り
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
問
題
等
、

課
題
が
山
積
し
我
々
中
小
・
小
規
模

事
業
者
を
取
り
巻
く
経
済
環
境
も
一

層
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
県
に
お
い
て
は
、
沿
岸
部
に
お

け
る
防
潮
堤
の
建
設
や
嵩
上
工
事
が

着
々
と
進
展
し
、
都
市
計
画
の
見
直

し
に
よ
る
復
興
住
宅
の
建
設
等
、
本

格
的
な
震
災
復
興
に
向
け
た
公
共
工

事
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
関
連
業
界

は
活
況
を
呈
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
被
災
事
業
者
に
対
す
る
グ

ル
ー
プ
施
設
等
復
旧
整
備
補
助
金
に

よ
る
早
期
復
興
に
向
け
た
支
援
が

国
・
県
の
積
極
的
支
援
に
よ
り
推
進

さ
れ
て
お
り
、
早
期
復
旧
に
向
け
た

支
援
策
が
確
実
に
定
着
し
つ
つ
あ
る

現
状
に
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
原
発
事
故
に
よ

る
風
評
被
害
の
影
響
に
よ
り
、
農
林

水
産
業
の
み
な
ら
ず
、
観
光
産
業
に

も
大
き
な
影
響
が
及
び
、
観
光
客
の

入
込
は
回
復
傾
向
に
は
あ
る
も
の

の
、
震
災
前
の
８
割
程
度
に
止
ま
っ

て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し

た
経
済
状
況
を
打
破
す
る
為
に
は
、

政
府
に
よ
る
震
災
復
興
支
援
事
業
の

更
な
る
拡
大
と
復
興
交
付
金
に
よ
る

県
内
市
町
村
に
よ
る
事
業
の
推
進

等
、
復
興
に
向
け
て
そ
の
歩
み
を
加

速
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
我
々

中
小
・
小
規
模
事
業
者
に
対
し
て
も
、

国
の
政
策
支
援
で
あ
る
各
種
補
助
金

等
の
継
続
的
な
支
援
を
強
く
要
望
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

商
工
会
に
お
い
て
は
、
昨
年
八
月
、

中
小
企
業
経
営
力
強
化
支
援
法
に
基

づ
き
、
支
援
機
関
と
し
て
認
定
さ
れ
、

専
門
性
の
高
い
経
営
支
援
や
、
経
営

革
新
支
援
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
様
に

は
、
商
工
会
組
織
の
積
極
的
な
活
用

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
会
員
の
皆

様
に
と
り
ま
し
て
今
年
一
年
、
平
和

で
幸
福
な
年
と
な
り
ま
す
よ
う
心
よ

り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

新
年
の
あ
い
さ
つ

　
　
利
府
松
島
商
工
会

　
　
　
会
長
　
福
田
　
正
朗
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
会
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
清
々
し
い
新
年
を
迎
え
ら
れ

ま
し
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
、
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
の
開
催
決
定
や
楽
天
イ
ー

グ
ル
ス
の
日
本
一
な
ど
、
明
る
い

話
題
が
数
多
く
あ
っ
た
一
年
で
あ

り
ま
し
た
。

　
そ
の
反
面
、
三
年
前
の
東
日
本

大
震
災
が
風
化
さ
れ
つ
つ
あ
る
の

も
事
実
で
あ
り
、
東
北
人
に
と
っ

て
、
未
曾
有
の
大
災
害
は
、
人
的
、

経
済
的
に
も
、
類
を
み
な
い
も
の

で
あ
り
、
こ
の
教
訓
を
後
世
に
伝

え
て
い
く
の
が
、
我
々
の
使
命
と

常
々
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　
さ
て
、
日
本
経
済
は
、
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
効
果
に
よ
る
景
気
の
浮
上

や
賃
金
の
上
昇
が
報
道
さ
れ
て
い

る
も
の
の
、
地
方
経
済
で
は
、
そ

の
恩
恵
を
実
感
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
り
、

四
月
か
ら
の
消
費
税
増
税
に
よ
る

経
済
へ
の
影
響
が
大
き
く
懸
念
さ

れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
本
町
で
は
、
町
民

の
皆
様
へ
の
生
活
支
援
や
経
済
の

活
性
化
へ
の
支
援
を
図
る
補
助
事

業
を
実
施
す
る
な
ど
、
他
市
町
村

に
は
な
い
、
新
た
な
地
域
経
済
の

創
造
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
事
業
が
本
町
商
工
業

の
刺
激
材
料
と
な
り
、
地
元
商
工

会
会
員
の
皆
様
の
活
性
化
に
繋
が

れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
後
は
本
町
中
央
部
に

お
い
て
新
た
な
商
業
地
の
開
発
が

見
込
ま
れ
、
本
町
を
取
り
巻
く
環

境
が
、
ま
す
ま
す
活
性
化
し
て
い

く
も
の
と
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　
結
び
に
あ
た
り
、
本
町
の
経
済

を
支
え
、
担
う
皆
様
の
ご
多
幸
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に

町
勢
発
展
の
た
め
一
層
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願

い
を
申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
あ
い

さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

　　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　
さ
て
、
東
日
本
大
震
災
発
生
時

か
ら
こ
れ
ま
で
の
間
、
復
旧
・
復

興
の
取
組
み
が
進
ん
で
ま
い
り
ま

し
た
が
、
こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
町

民
の
生
活
や
地
域
経
済
の
回
復
に

向
け
た
商
工
会
の
皆
様
方
の
ご
尽

力
の
賜
物
と
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
震
災
復
興
に
向
け
、

先
人
が
こ
れ
ま
で
築
い
て
き
た
松

島
の
歴
史
文
化
や
財
産
、
豊
か
な

自
然
、
地
域
と
の
つ
な
が
り
を
守

り
続
け
、そ
の
絆
を
強
め
る
と
共
に
、

創
造
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
震
災
発
生
後
に
発
揮
さ

れ
た
皆
様
の
お
力
添
え
が
あ
れ
ば
、

新
生
松
島
を
必
ず
や
達
成
で
き
る

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

　
今
年
は
、
松
島
橋
の
架
け
替
え

工
事
に
伴
い
、
役
場
庁
者
を
新
庁

舎
へ
移
転
し
、
一
月
六
日
よ
り
業

務
を
開
始
い
た
し
ま
す
。
旧
庁
舎

は
四
十
五
年
に
わ
た
り
本
町
の
歩

み
を
見
守
っ
て
き
ま
し
た
。
新
庁

舎
移
転
後
も
「
住
ん
で
い
て
良

か
っ
た
松
島 

住
ん
で
み
た
い
町

松
島
」
を
実
現
す
べ
く
、
引
き
続

き
全
職
員
一
体
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
こ
の
様
な
中
、
商
工
会
が
実
施

し
た
「
ま
つ
し
ま
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
事
業
」
は
各
個
店
等
で

の
商
品
券
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
各
事
業
所
独
自
の
セ
ー
ル
や
商

店
街
、
組
合
等
で
の
売
出
し
事
業

を
企
画
す
る
な
ど
自
助
努
力
を
促

し
、
地
域
商
工
業
の
振
興
に
効
果

の
あ
る
事
業
の
展
開
と
地
域
経
済

復
興
の
一
助
と
な
る
非
常
に
心
強

い
取
組
み
で
し
た
。

　
ま
た
、
今
年
の
春
に
は
、
県
内

で
は
昨
年
の
大
型
観
光
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
「
仙
台
・
宮
城
デ
ス
テ
ィ

ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
に

続
き
、
仙
台
・
宮
城
【
伊
達
な
旅
】

春
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
四
月
〜
六
月
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
外
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
の
皆
様
に
、
日
本

三
景
松
島
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
、
観
光
業
は
も
ち
ろ
ん
の
こ

と
、
各
種
産
業
、
団
体
、
町
民
、

行
政
な
ど
が
協
働
し
て
松
島
観
光

を
い
っ
そ
う
盛
り
上
げ
て
ま
い
り

ま
し
ょ
う
。

　
終
わ
り
に
、
利
府
松
島
商
工
会

の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
と
、
今
年

一
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
幸
多

き
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、
心
か
ら

ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

松
島
町
長
　
大
橋
　
健
男

新
年
あ
い
さ
つ

魅
力
と
活
力
あ
る

地
域
経
済
の
創
造
を
目
指
し
て

利
府
町
長
　
鈴
木
　
勝
雄

会　

長　

福　

田　

正　

朗

副
会
長　

郷
右
近　

義　

光

斎　

藤　
　
　

實

理　

事　

桜　

井　

幸　

一

水　

間　

勝
之
助

櫻　

井　

道　

雄

星　

山　

紗
智
子

小　

沢　

源　

治

五
日
市　
　
　

洋

伏　

見　

守　

信

菅　

原　

幹　

雄

阿　

部　

清　

隆

丹　

野　

正　

利

水　

間　

正　

浩

松　

川　

多
喜
夫

鎌　

田　

み
づ
ほ

石　

川　

征　

一

佐
々
木　
　
　

繁

所　
　
　

平
八
郎

鈴　

木　

秀　

治

渋　

谷　

秀　

夫

伊　

藤　

清　

一

清　

野　

和　

夫

佐　

藤　

浩　

樹

磯　

田　

義　

浩

鈴　

木　

正　

夫

遠　

藤　
　
　

勉

監　

事　

加　

藤　

亮　

一

岩　

本　

公　

克

謹
ん
で
新
春
の

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
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去
る
九
月
二
十
五
日
開
催
の
合

同
分
科
会
に
お
い
て
、
各
分
科
会

で
の
遂
行
状
況
と
今
後
の
事
業
内

容
に
つ
い
て
話
が
な
さ
れ
ま
し

た
。

　

食
や
特
産
品
開
発
分
科
会
で
は

三
回
の
分
科
会
を
経
て
、
各
委
員

の
商
品
を
対
象
に
委
員
及
び
講
師

に
よ
る
試
食
を
行
う
と
共
に
、

フ
ー
ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
落

合
順
子
先
生
に
よ
る
商
品
分
析
と

ア
ド
バ
イ
ス
及
び
各
委
員
に
よ
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
と
意
見
交
換
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
そ
れ
ら
の
「
食
」
に
合

わ
せ
た
特
産
品
と
し
て
、
松
島
の

孟
宗
竹
に
よ
る
箸
、
ス
プ
ー
ン
、

フ
ォ
ー
ク
の
試
作
が
な
さ
れ
た
ほ

か
、
商
品
コ
ン
セ
プ
ト
に
合
わ
せ

た
包
装
デ
ザ
イ
ン
等
も
併
せ
て
開

発
さ
れ
ま
し
た
。

　

観
光
商
品
開
発
及
び
情
報
発
信

分
科
会
に
お
い
て
は
、
四
回
の
分

科
会
で
協
議
さ
れ
た
テ
ー
マ
型
観

光
メ
ニ
ュ
ー
約
六
十
の
中
か
ら
、

二
つ
の
観
光
メ
ニ
ュ
ー
を
選
び
内

容
を
精
査
し
、
次
の
モ
ニ
タ
ー
ツ

ア
ー
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
各

ツ
ア
ー
の
内
容
は
次
の
通
り
で
す
。

　

一
回
目
の
十
一
月
十
五
日
「
円

通
院
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
と
夜
の
松
島

ま
ち
歩
き
」
に
お
い
て
は
、
十
二

名
の
参
加
の
も
と
実
施
さ
れ
、
三

コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
夜
の
ま
ち
歩

き
を
体
験
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ

の
コ
ー
ス
を
回
り
終
え
た
後
、
意

見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
食
べ
歩
き

の
内
容
及
び
松
島
の
夜
の
現
状
に

つ
い
て
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

円
通
院
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
は
参

加
者
の
殆
ど
が
初
め
て
で
あ
り
、

美
し
か
っ
た
と
の
好
評
を
得
る
と

共
に
、
主
催
者
側
か
ら
は
、
情
報

発
信
の
不
足
を
感
じ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
し
た
。

　

二
回
目
と
な
る
、
十
二
月
七
日

「
霊
場
松
島
体
感
日
帰
り
ツ
ア
ー
」

は
、
十
四
名
の
参
加
に
よ
り
実
施

さ
れ
ま
し
た
。「
霊
場
松
島
の
歴

史
と
約
二
百
三
十
年
前
の
旅
人
が

食
し
た
と
い
う
復
元
メ
ニ
ュ
ー
も

提
供
さ
れ
、
参
加
者
か
ら
は
高
評

価
を
頂
き
ま
し
た
。

　

更
に
、
十
二
月
十
九
日
の
企
画

運
営
委
員
会
と
各
分
科
会
と
の
合

同
委
員
会
で
は
、
以
上
の
報
告
が

な
さ
れ
る
と
共
に
、
こ
れ
ら
の
商

品
（
食
、物
産
品
及
び
観
光
商
品
）

に
対
す
る
品
質
保
証
で
あ
る
「
松

島
ブ
ラ
ン
ド
」
の
創
出
に
つ
い
て

そ
の
方
向
性
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

一
年
目
の
活
動
に
つ
い
て

全
国
展
開
支
援
事
業

本
体
事
業

第２回合同分科会

参加者との意見交換会

商品開発　松島産孟宗竹を使用した竹製品

円通院ライトアップと夜の松島まち歩き  日帰りツアー円通院ライトアップと夜の松島まち歩き  日帰りツアー

「霊場松島」体感　日帰りツアー「霊場松島」体感　日帰りツアー

夜の松島まち歩き観光を体験いただくモニターツアー！

松島を新しい視点で体験いただくモニターツアー！
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本
会
利
府
支
部
（
桜
井
幸
一
支

部
長
）
と
松
島
支
部
（
佐
々
木
更

三
支
部
長
）
で
は
、
去
る
十
二
月

八
日
、
松
島
か
ら
塩
釜
ま
で
の
区

間
を
冬
期
間
限
定
で
運
行
し
て
い

る「
か
き
鍋
ク
ル
ー
ズ
」を
利
用
し
、

支
部
合
同
の
親
睦
事
業
を
実
施
し

た
。

　　

参
加
者
は
、
風
光
明
媚
な
松
島

湾
を
眺
め
な
が
ら
、
宮
城
県
産
の

新
鮮
な
牡
蠣

を
使
用
し
た

「
か
き
鍋
」

を
楽
し
み
、

和
や
か
に
親

睦
を
深
め
る

こ
と
が
で
き

た
。

　

本
会
商
業
部
会
（
鈴
木
秀
治
部

会
長
）
で
は
、
去
る
十
月
二
十
四

日
〜
二
十
五
日
に
、
合
資
会
社
デ

ジ
タ
ル
ラ
イ
フ
ク
リ
エ
ー
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
ス
ク
ー
ル
Ｍ
Ｔ
Ｃ
高
崎
教

室
の
曽
我
啓
一
氏
を
講
師
に
迎
え
、

松
島
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
に
て
、

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
、

　
二
十
二
名
が
参
加
し
た
。
参
加
者

は
、
ワ
ー
ド
や
エ
ク
セ
ル
を
基
礎

と
し
て
、
実
際
の
経
営
に
役
立
つ

文
書
や
表
の

作
成
方
法
等

に
つ
い
て
学

ぶ
こ
と
が
で

き
、
パ
ソ
コ

ン
ス
キ
ル
の

向
上
が
図
ら

れ
た
。

　

工
業
部
会（
櫻
井
道
雄
部
会
長
）

で
は
、
去
る
十
月
十
八
日
に
、
建

設
業
者
に
対
す
る
社
会
保
険
の
加

入
指
導
が
強
化
さ
れ
て
い
る
状
況

に
対
し
て
、
㈲
め
ぐ
み
事
務
所
の

大
江
惠
子
社
会
保
険
労
務
士
を
迎

え
労
務
講
習
会
を
開
催
し
た
。

　

社
会
保
険
や
労
務
保
険
の
基
礎

知
識
か
ら
学

ぶ
こ
と
が
で

き
、
事
業
経

営
の
一
助
に

す
る
こ
と
が

出
来
た
。

「
か
き
鍋
ク
ル
ー
ズ
」　
　

を
体
験
！

利
府
・
松
島
支
部
合
同

商
業
部
会

労
務
講
習
会
を
開
催
！

工
業
部
会

パ
ソ
コ
ン
セ
ミ
ナ
ー
　
　

を
開
催
！

特定非営利活動促進法に基づく特定非営利活動法人

地域経済の振興等に資する任意組合・業種団体、商店会

医療法人、社会福祉法人、医療・福祉の増進等に資する社団法人、
医師、歯科医師、助産婦、まちづくり、教育・文化、観光資源等として
地域経済の発展に貢献する宗教法人

相互会社、中小企業等協同組合、信用金庫、公社、産学連携・商工
会事業等に関わる学校法人、地域経済の発展、教育・文化・学術の
振興、医療・福祉の増進等に資する社団法人、一般社団法人、公益
社団法人、振興、医療・福祉の増進等に資する財団法人、一般財団
法人、公益財団法人

青年部、女性部の部長並びに副部長

　平成２６年度、利府松島商工会では、次に掲げる事
業に積極的に取り組み、利府町、松島町の経済発展と
地域特性を活かしたまちづくりに寄与します。
　
１．被災事業所等事業経営の支援をします！
　・金融相談窓口の開設(毎月１回・日本政策金融公庫)
　・商工会相談窓口の充実
　・小規模事業者経営改善資金の活用促進（１指導員５件）
　・巡回訪問による支援の強化・充実（１事業所年３回）
　・提案型指導（ミラサポの積極的活用）

２．消費税転嫁対策窓口相談等事業を推進します！
　・消費税転嫁対策窓口の開設
　・消費税転嫁対策講習会の開催（年間４回開催）
　・実務講習会（年間10回開催）

３．各種イベントを積極的に協力します！
　・まつの市（６月～10月、月１回開催）・産業まつり（11月）
　・十符の里フェスティバル、梨まつり（１０月）
　・松島大漁かきまつりin磯島・浜まつり・かき祭りへの参
　　加・協力(１１月、２月)
　・三陸みやぎ復興市ｉｎ松島への参加・協力(１１月)

４．商業・観光振興の活性化をはかります！
　・全国展開事業推進…着地型観光の確立と情報発信、集
　　客力の強化
　・ポスト仙台・宮城デスティネーションキャンペーンによる
　　観光ＰＲ
　・利府・松島間交流事業…商工会員交流会の開催（１月）
　・町内外に向けての情報発信
　      　  １００万会員ネットワーク（新規登録１０件）
　     　　ホームぺージによる会員企業情報の充実・PR
　・割増商品券発行事業及び売出し事業の実施

５．雇用機会の創出・支援をはかります！
　・利府町キャリアシップ事業の支援
　・松島高校の就職活動模擬面接、職場体験・職場訪問に
　　係る活動支援
　・松島中学校職場体験事業の支援
　・各種助成金の周知及び申請支援

商 工 会 費 改 定 の お 知 ら せ商 工 会 費 改 定 の お 知 ら せ商 工 会 費 改 定 の お 知 ら せ
　商工会合併時の協議により平成26年4月1日より下記基準表が
適用となります。
（１）個人会費

均 等 割 従 業 員 数 割
金額（円）

900

金額（円）従業員数（人）
2以下
３～５
６～８
９～14
15～20
21以上

３００
５００
７００
９００

１,１００
１,３００

（２）法人会費
資 本 金 割 従 業 員 数 割

金額（円） 金額（円）従業員数（人）資本金額（万円）
１００以下
１０１～５００
５０１～１,０００
１,００１～３,０００
３,００１以上

５以下
６～８
９～14
15～20
21以上

６００
８００

１,０００
１,２００
１,４００

１,０００
１,１００
１,２００
１,３００
１,４００

（３）ホテル、物産館・資料館等の法人会費

（４）大規模小売店舗等の会費‥‥売場面積1,000㎡以上の小売業者については、
　　　  一般会費基準を適用せず、理事会の決議等をもって個別に定めるものとする。

（６）特別会員会費‥‥月額1,000円～20,000円の範囲とし、事業規模等を考慮の上、
　　　  理事会の決議等をもって個別に定めるものとする。

（５）定款第９条（会員の資格）に定める会員の会費

資 本 金 割

区　　　　分

収 容 人 員 割
金額（円）

金　額
（円）

金額（円）収容人員数（人）資本金額（万円）

定款

会員

１,０００万円未満
１,０００～３,０００万円未満
３,０００万円以上

１３０人未満
１３０人以上

５００
１,０００

１,０００

１,５００

２,０００

５,０００

３００

１,０００
２,０００
３,０００

「絆」～再生期～

平成２６年度
利府松島商工会地域貢献計画 
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震
災
復
興
及
び
経
済
環
境
悪
化
に
伴
う
、
地
域
消
費
者
へ
の
生
活

応
援
と
利
府
町
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
す
る
た
め
、
利
府
町
よ
り
助

成
を
頂
き
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
発
行
事
業
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

十
一
月
二
十
四
日
、
二
割
増
の
プ
レ
ミ
ア
ム

商
品
券
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
当
日
は

販
売
開
始
の
十
時
前
か
ら
長
蛇
の
列
と
な
り

十
二
時
四
十
五
分
に
は
、
発
行
総
数
一
万

セ
ッ
ト
が
完
売
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

時
に
、
大
型
店
を
除
く
参
加
店
に
よ
る
「
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
de
商
品
Ｇ
Ｅ
Ｔ
」
も
開
催
中

で
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
の
抽
選
会
は
一
月

十
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

　去る10月６日㈰グランディ・21円形広
場を会場に、今回２３回を迎える「十符
の里－利府」フェスティバルは「復興 笑
顔　輝く未来へ」をテーマに掲げ、約３
万５千人の来場者を迎え、町民の皆様
の手づくりのお祭りとして盛会裏に開
催されました。
　小雨が降るあいにくの天候にもかか
わらず、利府町と「災害時における相互
応援に関する協定」を結んでいる静岡
県清水町より「柿田川湧水太鼓」をゲス
トに迎えたほか、御当地ヒーロー「破牙
神ライザー龍」のキャラクターショー等、
子どもから大人まで楽しめるイベントと
なりました。

　

去
る
十
一
月
二
十
六
日
、

松
島
町
文
化
観
光
交
流
館
に

お
い
て
、
利
府
松
島
商
工
会
、

松
島
町
青
色
申
告
会
、
利
府

町
商
工
青
申
会
の
主
催
に
よ

る
講
習
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。　

　

利
府
町
在
住
の
税
理
士　

本
田
弘
一
先
生
を
迎
え
、

「
消
費
税
改
正
に
伴
う
対
応
策
に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ

に
消
費
税
増
の
引
き
上
げ
に
伴
い
、
平
成
二
十
六
年

四
月
に
八
％
、
平
成
二
十
七
年
十
月
に
は
十
％
に
な

る
消
費
税
を
円
滑
に
転
嫁
で
き
る
か
等
を
説
明
頂
き

ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
住
宅
建
築
等
の
請
負
契
約

や
資
産
の
貸
付
等
「
消
費
税
の
経
過
措
置
」
に
つ
い

て
の
質
問
が
多
く
な
さ
れ
ま
し
た
。

〜
復
興
　
生
活
応
援
事
業
〜

り
ふ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
十
符
の
里―

利
府
」
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
！

り
ふ
元
気
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
十
符
の
里―

利
府
」
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行
！

　

十
一
月
十
日
㈰
に
、
二
割
増
の
「
ま
つ
し
ま
復
興
支
援
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
」
を
松
島
事
務
所
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

こ
の
商
品
券
は
震
災
か
ら
の
復
興
と
冷
え
切
っ
た
地
域
経
済
の
活

性
化
を
目
的
に
行
政
か
ら
多
大
な
る
ご
支
援
を
頂
き
実
施
し
ま
し
た
。

　

販
売
日
当
日
は
、
あ
い
に
く
の
曇
り
空
で

し
た
が
、
販
売
開
始
前
に
は
長
蛇
の
列
が
並

び
来
賓
と
し
て
大
橋
松
島
町
長
と
櫻
井
松
島

町
議
会
議
長
よ
り
祝
辞
を
頂
戴
し
販
売
開
始

し
ま
し
た
。

　

お
買
い
も
と
め
頂
き
、
手
元
に
残
っ
て
い

る
場
合
は
、
使
用
期
限
は
平
成
二
十
六
年
一

月
十
九
日
㈰
ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で

お
早
め
に
、
ご
使
用
下
さ
い
。

ま
つ
し
ま
復
興
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

ま
つ
し
ま
復
興
支
援
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売

　

十
一
月
二
十
七
日
㈬
か
ら
十
二
月
一

日
㈰
ま
で
の
五
日
間
、
松
島
観
光
物
産

館
駐
車
場
に
て
、
「
三
陸
み
や
ぎ
復
興

市in

松
島
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
被
災
し
た
石
巻
市

や
南
三
陸
町
等
か
ら
震
災
か
ら
の
復
興

へ
の
思
い
こ
め
た
特
産
品
を
販
売
す
る

催
し
で
あ
り
今
年

で
二
回
目
と
な
り

ま
す
。

　

連
日
、
団
体
客

等
に
よ
り
賑
わ
い
、

復
興
へ
の
足
が
か

り
と
な
り
ま
し
た
。

「十符の里－利府」フェスティバル
開催！

三
陸
み
や
ぎ
復
興
市
in
松
島

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

消
費
税
転
嫁
対
策
講
習
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た

あ    す
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毎
年
町
内
イ
ベ
ン
ト
で
好
評
を
い
た
だ
い
て
い
る
女
性
部
特
製
の
「
お
好
み
焼

き
」
を
、
十
月
の
「
梨
ま
つ
り
」、
十
一
月
の
「
浜
ま
つ
り
」
で
販
売
し
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
旗
を
目
印
に
集
ま
っ
た
来
場
者
に
、
地
元
の
新
鮮
な
梨
を
ふ
ん
だ
ん
に

使
っ
た
お
好
み
焼
き
を
提
供
し
、
地
産
地
消
に
努
め
ま
し
た
。

　

今
年
で
六
回
目
を
迎
え
た
。
ワ

ク
ワ
ク
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ

ー
を
十
月
六
日
㈰
に
開
催
し
ま
し

た
。

　

例
年
以
上
に
男
性
の
参
加
条
件

を
絞
り
募
集
し
た
結
果
、
男
女
と

も
三
十
四
名
の
応
募
が
あ
り
、
各

二
十
二
名
参
加
し
た
。
松
島
一
の

坊
で
お
笑
い
芸
人
の
司
会
に
よ
り

ス
タ
ー
ト
し
、
ラ
ン
チ
パ
ー
テ
ィ

ー
や
ク
イ
ズ
大
会
等
で
和
や
か
に

場
を
盛
り
上
げ
、
マ
リ
ン
ピ
ア
松

島
水
族
館
で

フ
リ
ー
タ
イ

ム
・
お
笑
い

ラ
イ
ブ
で
楽

し
ん
で
頂
き
、

今
年
は
過
去

最
高
の
九
組

の
カ
ッ
プ
ル

が
誕
生
し
ま

し
た
。

　

十
一
月
十
七
日
㈰
に
松
島
町
ホ

テ
ル
大
松
荘
に
て
亘
理
山
元
商
工

会
青
年
部
の
視
察
研
修
を
受
入
し

懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

懇
談
会
で
は
、
震
災
時
の
青
年

部
と
し
て
の
対
応
、
青
年
部
活
動

に
つ
い
て
話

し
、
被
災
地

で
あ
り
な
が

ら
活
発
的
な

活
動
を
し
て

き
た
当
部
に

感
銘
し
て
頂

き
ま
し
た
。

　

十
一
月
二
十
三
日
㈯
に
行
わ
れ

た
「
第
七
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ

り
in
磯
島
」
に
、
か
き
ご
は
ん
、

か
き
フ
ラ
イ
、

ラ
ー
メ
ン
を

出
店
し
、
ま

つ
り
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

　

十
二
月
五
日
㈭
割
烹
中
央
に
お

い
て
、
松
島
町
長
大
橋
健
男
氏
を

招
い
て
、「
松
島
の
観
光
・
商
工
業
・

漁
業
の
現
状
と
今
後
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
」
を
テ
ー
マ
に
講
和
を

頂
き
、
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も

地
域
商
工
業

活
性
化
の
担

い
手
と
し
て

寄
与
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

例
年
、
青
年
部
員
の
家
族
を
交

え
て
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
等
を
実
施

し
て
い
る
福
利
厚
生
事
業
で
す
が
、

今
年
は
趣
向
を
変
え
日
頃
の
運
動

不
足
を
解
消
と
ス
ト
レ
ス
解
消
を

目
的
に
十
月
か
ら
十
二
月
、
松
島

フ
ッ
ト
サ
ル
セ
ン
タ
ー
に
て
フ
ッ

ト
サ
ル
を
四
回
開
催
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
員
だ
け
で
な
く
地
域
住

民
も
交
え
て
の
フ
ッ
ト
サ
ル
は
運

動
不
足
を
解
消
す
る
だ
け
な
く
、

地
域
の
方
々

と
交
流
す
る

こ
と
が
で
き

大
変
有
意
義

な
事
業
と
な

り
ま
し
た
。

　

全
国
商
工
会
女
性
部
連
合
会
が
、

地
域
の
魅
力
を
全
国
の
女
性
部
に

発
信
し
観
光
客
の
誘
客
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し「
お
も
て
な
し
プ

ラ
ン
」を
募
集
し
て
い
る
こ
と
か
ら

当
女
性
部
と
し
て
、本
会
地
域
の

魅
力
を
探
る
た
め
、松
島
町
内
に
て

視
察
研
修
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

遊
覧
船
か
ら
「
日
本
三
景
松

島
」
と
名
高
い
島
々
を
見
た
後
、

松
島
町
観
光
協
会
か
ら
派
遣
し

て
い
た
だ
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
さ
ん
か
ら
説
明
を
受
け
、

「
雄
島
」「
観
瀾
亭
」「
水
主
町
」「
円

通
院
」
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
地
元

の
歴
史
に
触
れ
、

女
性
部
ら
し
い

「
お
も
て
な
し
」

に
つ
い
て
考
え

る
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
、
今

後
の
プ
ラ
ン
作

成
に
役
立
つ
一
歩
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
二
十
七
日
利
府
事
務
所
に

お
い
て
、
福
島
県
保
原
町
商
工
会

女
性
部　

大
橋
佐
紀
子
部
長
を
講

師
に
講
演
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
講
演
会
は
、深
刻
な
風
評

被
害
問
題
を
抱
え
る
福
島
県
の
現

況
を
把
握
し
、今
後
の
支
援
策
を

検
討
す
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し

た
も
の
で
、震
災
か
ら
の
復
興
状
況

に
つい
て
説
明
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
支
援
活
動
と
し
て
十
一

月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
ま
つ
し
ま

産
業
ま
つ
り
に
お
い
て
、
保
原
町

商
工
会
女
性
部
で
開
発
し
た
「
豆

っ
こ
汁
」
の
Ｐ
Ｒ
並
び
に
販
売
支

援
（
来
場
者
約
五
百
名
に
試
食
提

供
）
を
行
い
、
食
の
安
全
性
を
訴

え
ま
し
た
。
県

域
を
越
え
た
女

性
部
員
の
交
流

は
、
新
た
な
絆

と
連
帯
感
を
深

め
、
支
援
事
業

の
継
続
に
繋
が

り
ま
し
た
。

青
年
部
コ
ー
ナ
ー

第
六
回
ワ
ク
ワ
ク

カ
ッ
プ
リ
ン
グ
パ
ー
テ
ィ
ー

女
性
部
コ
ー
ナ
ー

お
も
て
な
し
プ
ラ
ン
の
作
成
を

目
指
し
て
視
察
研
修
会
を
実
施

保
原
町
商
工
会
女
性
部
と
の
交
流

〜
震
災
復
興
支
援
事
業
〜

亘
理
山
元
商
工
会
青
年
部

の
視
察
研
修
受
入

第
七
回
松
島
大
漁
か
き
ま
つ
り

in
磯
島

松
島
町
長
と
の
町
政
懇
談
会

福
利
厚
生
事
業

「
お
好
み
焼
き
」、
今
年
も
イ
ベ
ン
ト
で
販
売
！



商工りふまつしま（７）平成26年１月６日 第６号

第2回
突撃！会員事業所紹

介

　２回目となるこのコーナー。今回突撃した
のは、松島町で設備工事業を営む松島住宅設
備㈱です。代表取締役であります遠藤勉さん
にインタビューしました。

Ｑ１、事業所の沿革を教えてください。
Ａ１、現会長である父が昭和４７年に個人と
　　　して開業し、平成２年に法人成りして
　　　自分が２代目となります。

Ｑ２、事業内容を教えてください。
Ａ２、管工事業をメインにしています。

Ｑ３、商工会に加入されたきっかけを教えて
　　　ください。
Ａ３、経営や税務申告をきっかけに加入しま
　　　した。

Ｑ４、商工会に加入してよかった点を教えて
　　　ください。
Ａ４、経営相談は勿論の事、人脈が拡がった
　　　事が一番よかったです。

Ｑ５、最後にアピールポイントを一言。
Ａ５、地域に根付いた企業を目指しています。
　　　最新の水廻りをご提供いたしますの　
　　　で、心おきなくご相談下さい。
　　　

　
編
集
後
記
を
書
き
出
し
な
が
ら
、

三
年
前
の
あ
の
日
の
事
を
思
い
出

し
て
い
た
。

　
す
べ
て
の
通
信
網
が
断
た
れ
混

乱
す
る
中
で
、
利
府
松
島
商
工
会

の
職
員
一
同
が
、
会
員
の
無
事
を

確
認
す
る
事
に
奔
走
し
て
い
た

事
・
・
・
。
小
さ
な
声
の
掛
け
あ

い
が
、
三
陸
沿
岸
部
か
ら
県
下
一

円
に
ま
で
、
大
き
な
広
が
り
を
見

せ
て
く
れ
た
「
人
と
人
を
結
ぶ
」

絆
が
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
に
も
波

及
し
、
東
北
楽
天
を
〝
日
本
一
〞

に
導
き
、
多
く
の
県
民
に
勇
気
を

与
え
て
く
れ
た
事
・
・
・
。

　
そ
の
事
を
改
め
て
考
え
て
み
る

と
、
我
、
商
工
会
に
も
「
人
と
人

を
結
ぶ
」
新
し
い
企
画
を
打
ち
出

し
多
く
の
人
々
と
の
つ
な
が
り
を

持
て
る
会
員
増
強
に
は
げ
み
、
躍

進
で
き
れ
ば
と
思
い
、
編
集
後
記

に
し
ま
す
。

会
報
編
集
委
員
長
　
伏
見
　
守
信

編

集

後

記

伏
　
見
　
守
　
信

佐
々
木
　
更
　
三

阿
　
部
　
清
　
隆

鎌
　
田
　
み
づ
ほ

佐
　
藤
　
浩
　
樹

杉
　
原
　
　
　
崇

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

委
　
　
員

会
報
編
集
委
員

遠藤勉さん 現場で働く遠藤さん

住所：松島町高城字町１６９－２
電話　０２２－３５４－４４８４

なお、詳しい改正内容等につきましては、国税庁ホームペー
ジ「消費税法改正のお知らせ（社会保障と税の一体改革関
係）」をご覧ください。

【消費税法の主な改正内容】
　①消費税収入の使途が明確化されました。
　②平成26年４月１日から消費税率が８％（消費税6. 3％
　　地方消費税 1.7％）に引き上げられることとされました。
　③税率引上げに伴う経過措置が設けられました。

【総額表示義務の特例】
　　平成29年３月31日までの間において、一定の要件の下
　に、税込価格を表示しなくてもよいとする特例が設けら
　れました。
（商品等の価格を、値札・チラシ・ポスター等に特例を適
用して表示する場合の具体例）

　宮城県産業復興相談センターでは、塩釜・松島地域の方々
を対象に個別の経営相談会を開催します。
　経営改善計画の立て方や、二重ローンで資金繰りが厳し
い等経営上のいろいろな課題を解決に導いてくれます。
　この機会にご参加下さい。
　日　時／平成26年１月24日㈮　午後３時～午後７時
場　所／塩釜商工会議所（塩釜市港町１丁目6－20）
問合先／宮城県産業復興相談センター
　　　　TEL.022－722－3858
※相談料は無料です。
宮城県産業復興センターは被災地の事業者の復旧、復興、経営改善を支援
し、債権買取による二重ローン対策をしている公的機関です。

経営相談会のお知らせ

URL:http://www.nta.go.jp/shiraberu/ippanjoho/pamph/
shohi/kaisei/201304.htm

○○○円
（税込価格）

○○○円
（税別）

○○○円
（本体価格）

○○○円
＋税

消費税率が８％へ引き上げられます。
平成26年4月1日から
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期　間：２月１７日（月）～３月１４日（金）
　　　　※予約制　（土・日曜日を除く）
場　所：商工会　利府事務所及び松島事務所
必要書類等：申告書・決算書
　　　　　　昨年度の申告書・決算書（控）
　　　　　　各種帳簿・証票類
　　　　　　保険料控除証明書（生命保険・地震保険等）
　　　　　　支払証明書（国民健康保険・国民年金保険）
　　　　　　印鑑

※具体的相談のある方、土地・建物の譲渡等、例年と異なる
　申告となる場合には税理士による相談をご利用下さい。
　■税理士相談日

詳しいことは、宮城労働局労働基準部賃金室（℡０２２
－２９９－８８４１）または、各労働基準監督署へ

　宮城県内の事業場で働くすべての労働者（臨時、パ
ートタイマー、アルバイト等を含む）に適用される宮城
県最低賃金は、下記の金額に改定されました。

　TBS「朝ズバッ!」などでおなじみの杉尾氏による講演会を開催
します。
　報道の現場から見た日本の姿、2014年政治と経済の展望と題
して、今後の日本経済の行方をわかりやすくタイムリーな話題をお
話し頂きます。
　是非、この機会にご聴講下さい。

「2014年 政治と経済の展望」
～報道から見たこれからの日本の姿～

～講演会のお知らせ～ 会員交流会

■講師 杉尾 秀哉 氏（すぎお　ひでや）
TBSテレビ報道局 /解説・専門記者室長

松島町
ホテル大観荘

平成２６年１月３０日（木）　
  １６：００～１７：３０

日　時

場　所

所得税・消費税確定申告
個別指導のお知らせ

24日（月） 25日（火）
３日（月）・５日（水）
７日（金）・11日（火）
14日（金）

４日（火）・６日（木）
10日（月）・12日（水）
14日（金）

２月

３月

利府事務所松島事務所

宮城県最低賃金 最低賃金額（時給） 効力発生日
時間額
鉄鋼業
電気機械器具、情
報通信、機械器
具、電子部品、デ
バイス製造業
自動車小売業

６９６円
７９８円

７５７円

７６３円

２５．１０．３１
２５．１２．１５

２５．１２．１９

２５．１２．１５

宮城県最低賃金の改定について

（敬称略）

利府町菅谷字榎82

松島町手樽字中沢13-1　　　

松島町磯崎字白萩116　　　　　　

利府町しらかし台2-17-2　　　　　　　

松島町磯崎字長田80-121

利府町沢乙字大沢東2-1　

松島町磯崎字割波一2-25　

松島町高城字町東二-20　　

松島町高城字町75　

松島町高城字町75　　

利府町青葉台1-8-5　

松島町磯崎字華園203

利府町森郷字土橋17-4　

利府町青山二丁目32-5　

利府町森郷字柱田15-1　

仙台市青葉区柏木1-3-19

利府町神谷沢字長田50-1-205

代表者 堀越　　豊

代表者 赤間　信博

代表者 大山　直樹

代表者 佐藤　和雄

代表者 佐々木しのぶ

代表者 松本れい子

代表者 亀山　祐司

代表者 渋谷潤太郎

代表者 鈴木俊市郎

　代表者 鈴木幸太郎

代表者 山口　俊信

代表者 木村　良二

代表者 引地　盛哉

　代表者 本田　弘一

代表者 白幡　　勝

代表者 ハルン　モラ

代表者 栗田　博之

新会員のご紹介新会員のご紹介

会員総数 776名（定款・特別会員除く）
平成25年12月18日現在

近所に、商工会にご加入していないお店
（事業所）がございましたらご協力の程
お願い申し上げます。

「商工会に加入」の
一声運動

「商工会に加入」の
一声運動

「商工会に加入」の
一声運動

「商工会に加入」の
一声運動

★★★会員加入促進期間★★★

(同)豊富（建設業）

㈱赤間商店（ガソリンスタンド）

大樹工建（建築業）

佐藤建築（建築業）

cafe&Bar LYNCH（飲食業）

㈲松本運輸（運送業）

亀山祐司土地家屋調査士事務所（土地家屋調査士）

Ａコープ松島店（小売業）

㈲鈴國商店（小売業）

㈱鈴国（小売業）

H＆Hトレーディング（自動車販売・修理・イベント企画業）

江戸室内（内装業）

引地建業（建築業）

本田弘一税理士事務所（税理士）

㈱白勝工業（板金業）

（同）HARUN FOODS（飲食業）

栗田建築（建築業）
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